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山と登山(1階展示室)

0
0
周
年
記
念
､
展
未
改
修
に
あ
た
っ
て

山
岳
博
物
館
が
創
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
2
6
年
1
 
1
月

1
日
の
こ
と
で
あ
り
､
平
成
3
年
日
月
1
日
に
は
4
0

周
年
を
迎
え
､
大
町
市
と
友
好
提
携
を
し
て
い
る
オ

ー
ス
ト
リ
ア
･
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
市
､
及
び
ア
ル
ペ

ン
動
物
園
の
関
係
者
も
列
席
し
､
記
念
祝
賀
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
｡
現
在
の
博
物
館
の
建
物
は
3
代
目
と

し
て
'
昭
和
5
7
年
6
月
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

が
､
オ
ー
プ
ン
以
来
大
幅
を
展
未
改
修
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
､
4
0
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
常
設
展

示
の
改
修
が
計
画
さ
れ
､
こ
の
度
改
修
が
終
了
し
ま

し
た
｡

今
回
の
展
示
テ
ー
マ
は
大
き
-
2
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
｡
-
階
の
第
1
展
示
室
は
｢
山
と
登
山
｣
で
､

山
と
人
と
の
か
か
お
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
｡
北
ア

ル
プ
ス
を
中
心
に
し
た
登
山
の
歴
史
を
通
史
的
に
紹

介
す
る
と
共
に
､
海
外
登
山
コ
ー
ナ
ー
で
は
新
資
料

を
加
え
充
実
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
昭
和
2
0
年
代
の

針
ノ
木
岳
へ
の
　
｢
大
沢
小
屋
｣
を
復
元
し
､
観
覧
す

る
方
々
に
山
小
屋
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も
ら
え
る

よ
う
配
慮
し
ま
し
た
｡

さ
ら
に
､
日
本
を
代
表
す
る
ピ
ッ
ケ
ル
を
製
作
年

代
順
に
展
示
す
る
と
共
に
､
世
界
の
代
表
的
な
ピ
ッ

ケ
ル
の
名
品
を
一
堂
に
紹
介
し
て
お
り
､
こ
れ
は
日

本
に
お
け
る
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
｡2

階
の
第
2
展
示
室
は
｢
山
岳
の
自
然
｣
で
､
北

ア
ル
プ
ス
と
そ
の
山
麓
の
自
然
を
現
税
別
に
展
示
す

る
と
共
に
､
日
本
を
代
表
す
る
動
物
で
あ
る
カ
モ
シ

カ
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
活
を
季
節
ご
と
に
紹
介
し
て

い
ま
す
｡
ま
た
､
そ
れ
ら
の
地
に
住
む
哺
乳
類
､
鳥

類
へ
昆
虫
類
'
爬
虫
類
､
植
物
な
ど
も
展
示
し
て
い

ま
す
｡

今
回
の
展
示
改
修
に
当
た
っ
て
は
赦
多
-
の
方
々

よ
り
ご
指
導
､
ご
支
援
を
い
た
だ
き
､
か
つ
ま
た
貴

重
を
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
こ
こ
に
あ

ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
館
長
　
千
葉
彬
司
)
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対野家｢霊高鰐念暖｣など

北
ア
の
山
々
に
想
い
を
は
ぜ
て

-
山
岳
博
物
館
展
示
改
修
-

山
と
登
山
　
(
-
階
展
示
室
)

-
階
の
展
示
室
に
は
8
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
｡
北
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
､
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山

史
､
登
山
の
道
具
､
ピ
ッ
ケ
ル
､
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
､

エ
ベ
レ
ス
ト
周
辺
の
地
形
模
型
､
日
本
人
の
海
外
登

山
､
遭
難
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
す
｡

北
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋

針
ノ
木
谷
の
大
沢
出
合
付
近
に
あ
っ
た
､
昭
和
2
0

年
代
の
大
沢
小
屋
を
モ
デ
ル
に
し
ま
し
た
｡

大
沢
小
屋
は
､
対
山
館
(
旅
館
)
の
主
人
と
し
て
､

ま
た
日
本
初
の
山
案
内
人
組
合
の
設
立
者
の
ひ
と
り

と
し
て
､
登
山
者
に
様
々
を
便
宜
を
計
っ
た
大
町
の

人
･
百
瀬
慎
太
郎
が
大
正
1
 
4
年
に
建
て
た
間
口
3
問

奥
行
4
間
の
山
小
屋
で
す
｡

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
､
間
口
3
問
は
そ
の
ま
ま
に
､

奥
行
を
2
間
で
断
ち
切
っ
た
形
で
再
現
し
ま
し
た
｡

誰
も
が
自
由
に
上
が
り
込
ん
で
､
囲
炉
裏
端
に
あ
ぐ

ら
を
水
-
オ
ヤ
ジ
さ
ん
(
人
形
)
と
記
念
撮
影
を
す

る
も
よ
し
､
山
仕
事
の
道
具
を
身
に
着
け
た
り
へ
　
キ

ス
リ
ン
グ
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
み
る
も
よ
し
'
古
い

山
岳
雑
誌
を
読
む
も
よ
し
｡
思
い
思
い
に
山
小
屋
の

雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
｡

北
ア
ル
プ
ス
の
登
山
史

既
設
の
シ
ョ
ウ
･
ウ
ィ
ン
ド
ウ
内
で
展
開
し
て
い

ま
す
｡
写
真
パ
ネ
ル
と
､
そ
れ
に
開
通
す
る
実
物
資

料
を
通
史
的
に
展
示
し
て
い
る
点
は
従
来
通
り
で
す

が
､
各
テ
ー
マ
を
写
真
パ
ネ
ル
上
部
に
文
字
で
示
し

て
､
お
か
り
易
-
し
ま
し
た
｡
こ
の
改
良
は
､
後
述

す
る
海
外
登
山
の
コ
ー
ナ
ー
や
､
2
階
の
カ
モ
シ
カ
･

ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
共
通
し
ま
す
｡

主
を
新
展
示
資
料
を
テ
ー
マ
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
｡

近
世
以
前
の
山
と
人

○
大
町
周
辺
か
ら
出
土
し
た
石
器
類

古
代
人
の
山
岳
崇
拝
の
祭
場
と
も
考
え
ら
れ
て
い

わ
っ
り
"
▲
,
,

る
上
原
追
跡
(
大
町
市
)
の
環
状
列
石
の
写
真
を
掲

げ
､
旧
石
器
時
代
か
ら
弥
生
時
代
ま
で
の
石
器
類
を

展
示
し
ま
し
た
｡

○
大
町
組
絵
図
の
写
真

栗
林
士
郎
氏
蔵
､
元
禄
H
年
二
六
九
八
)
の
大

町
鮎
絵
図
で
す
｡
当
時
の
後
立
山
連
峰
に
つ
い
て
の

認
識
が
わ
か
る
興
味
深
い
絵
図
で
す
｡

近
代
登
山
の
夜
明
け

○
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
書
簡
な
ど

一
九
三
〇
年
(
昭
和
5
年
)
8
月
1
 
7
日
付
､
日
本

ア
ル
カ
ウ
会
役
員
へ
山
崎
彦
麿
宛
｡
機
関
誌
｢
ア
ル

カ
ウ
趣
味
｣
掲
載
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
､
近
況

を
伝
え
る
写
真
で
す
｡
他
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
献
辞
入

り
の
著
書
｢
極
東
の
遊
歩
揚
｣
も
展
示
｡
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鰭勧請ど山

○
先
駆
的
登
山
者
の
資
料

･
つ
れ
い

志
村
烏
嶺
の
メ
モ
ノ
ー
ト
､
｢
や
ま
｣
　
『
高
山
植

物
採
集
及
培
養
法
｣
を
ど
の
著
書
と
､
白
馬
岳
で
採

集
し
た
と
メ
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
の
標
本
'
中
村
清
太
郎

の
葉
書
､
冠
松
次
郎
の
色
紙
な
ど
を
追
加
｡

近
代
登
山
の
発
展

○
伊
藤
孝
一
資
料

大
正
1
 
2
年
3
月
'
伊
藤
孝
一
･
百
滴
慎
太
郎
･
赤

沼
千
尋
ら
は
雪
の
立
山
･
針
ノ
木
越
え
を
行
い
､
困

難
を
映
画
の
撮
影
に
も
成
功
し
ま
す
｡
ま
た
､
翌
年

の
冬
に
は
薬
師
岳
～
槍
ヶ
岳
の
縦
走
も
行
い
ま
す
｡

こ
こ
で
は
伊
藤
の
山
行
日
誌
'
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
､

ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
､
万
歩
計
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
｡

○
手
作
り
の
狩
猟
･
漁
労
具

狩
猟
具
は
大
町
の
南
隣
､
松
川
村
の
鬼
窪
善
一
郎

氏
の
皮
は
ぎ
用
ナ
イ
フ
､
弾
丸
､
鳶
｡
漁
労
具
は
大

町
市
の
曽
根
原
文
平
氏
の
釣
竿
､
毛
針
'
た
も
網
､

魚
び
く
な
ど
｡
い
ず
れ
も
北
ア
ル
プ
ス
を
舞
台
に
戦

後
活
躍
し
た
両
氏
の
工
夫
が
に
じ
み
出
た
道
具
で
す
｡

○
手
塚
順
一
郎
の
著
書
と
写
真

大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
手
塚

順
一
郎
は
､
大
町
に
あ
っ
て
プ
ロ
の
山
岳
写
真
写
家

を
め
ざ
し
ま
し
た
｡
著
書
『
山
の
写
真
の
う
つ
し
方
｣

と
そ
の
原
稿
､
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
｡登

山
の
全
盛
期

○
狩
野
家
｢
登
高
記
念
帳
｣

大
町
市
平
区
鹿
島
の
鹿
島
山
荘
は
'
昭
和
の
初
め

か
ら
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
め
ざ
す
多
-
の
先
鋭
的
登
山
者

か

の

･

つ

の

の
基
地
と
な
り
'
世
話
に
あ
た
っ
た
狩
野
き
-
能
は

｢
鹿
島
の
お
ば
は
｣
と
呼
居
れ
親
し
ま
れ
ま
し
た
｡

登
高
記
念
帳
は
昭
和
5
年
1
 
2
月
'
堀
田
弥
一
に
初
め

て
記
帳
を
す
す
め
て
以
来
､
現
在
も
記
帳
さ
れ
続
け

て
い
る
貴
重
を
登
山
記
録
で
す
｡

登
山
の
道
具

向
か
っ
て
左
か
ら
右
へ
､
登
山
用
具
の
変
遷
が
大

ま
か
に
わ
か
る
よ
う
に
展
示
し
て
い
ま
す
｡
最
も
目

に
つ
-
の
は
様
々
を
格
好
を
し
た
人
形
5
体
で
す
｡

明
治
後
期
の
案
内
者
と
登
山
者
､
昭
和
初
期
の
夏
山

男
性
登
山
者
､
昭
和
0
0
年
代
の
夏
山
女
性
登
山
者
､

そ
し
て
昭
和
5
0
年
代
後
期
の
氷
壁
登
聾
者
を
表
わ
し

て
い
ま
す
｡

そ
の
他
に
､
登
山
靴
の
移
り
変
わ
り
'
ス
キ
ー
､

背
負
い
具
､
ロ
ー
プ
､
杖
類
､
コ
ン
ロ
､
岩
登
り
の

道
具
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
｡

ピ
ッ
ケ
ル

や
ま
の
う
ノ
つ

国
産
ピ
ッ
ケ
ル
の
双
璧
と
い
わ
れ
て
い
る
山
内
へ

門
田
の
作
風
の
変
遷
を
た
ど
る
と
と
も
に
､
世
界
の

ピ
ッ
ケ
ル
を
紹
介
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
は
､
東
京
都

の
平
柳
一
郎
氏
な
ら
び
に
日
本
山
岳
会
の
収
集
し
た

資
料
を
中
心
と
す
る
､
質
量
と
も
に
日
本
随
一
の
ピ

ッ
ケ
ル
資
料
で
す
｡
-
階
ホ
ー
ル
に
は
特
に
貴
重
を

ピ
ッ
ケ
ル
9
本
と
ア
イ
ゼ
ン
4
足
を
特
設
ケ
ー
ス
に

展
示
し
ま
し
た
｡

ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー

ピ
ッ
ケ
ル
に
さ
わ
る
と
､
3
分
の
ビ
デ
オ
番
組
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
｡
伊
藤
孝
一
の
大
正
1
 
2
年
の
雪
の

立
山
･
針
ノ
木
越
え
の
記
録
で
す
｡
よ
り
詳
し
い
映

像
を
ご
覧
に
在
り
た
い
方
は
受
付
に
お
申
し
っ
け
下

さ
い
｡
-
階
ホ
ー
ル
で
1
 
8
分
に
編
集
し
た
番
組
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

エ
ベ
レ
ス
ト
周
辺
の
地
形
模
型

世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
(
中
国
名
チ
ョ
モ
ラ
ン

マ
∵
ネ
パ
ー
ル
名
サ
ガ
ル
マ
タ
)
を
中
心
と
す
る
地

形
模
型
で
'
縮
尺
は
1
万
2
千
分
の
-
で
す
｡
今
回

は
氷
河
の
様
子
も
表
れ
し
て
､
よ
り
現
実
的
な
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
雰
囲
気
を
表
現
し
ま
し
た
｡
こ
の
模
型
を
活

用
し
て
､
登
山
記
録
･
気
象
･
地
形
地
質
な
ど
様
々

を
情
報
を
順
次
提
供
す
る
予
定
で
す
｡

日
本
人
の
海
外
登
山

新
設
の
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
内
に
､
海
外
登
山
の
先
駆

け
､
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
道
へ
八
千
m
の
頂
に
立
つ
'
よ

り
困
難
を
求
め
て
､
女
性
の
海
外
登
山
の
5
つ
の

テ
ー
マ
で
展
示
し
ま
し
た
｡
主
を
新
展
示
資
料
を
紹

介
し
ま
す
｡

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
道

○
エ
ベ
レ
ス
ト
　
昭
和
4
5
年
　
日
本
山
岳
会

頂
上
に
立
っ
た
大
町
出
身
の
平
林
克
敏
氏
の
装
備
｡

よ
り
困
難
を
求
め
て

○
ア
ル
プ
ス
三
大
北
壁
登
壁
　
昭
和
4
0
-
4
2
年

高
田
光
政
氏
の
ザ
ッ
ク
'
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
｡

○
グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ
ス
北
壁
冬
季
登
撃
　
昭
和
4
6
年

山
学
同
志
会
･
堀
口
勝
年
氏
の
装
備
｡

○
ジ
ャ
ヌ
ー
北
壁
　
昭
和
5
 
1
年
　
山
芋
同
志
会

小
西
政
経
氏
､
河
上
清
美
氏
､
竹
田
幸
司
氏
の
装
備
｡

女
性
の
海
外
登
山

○
マ
ナ
ス
ル
　
昭
和
4
9
年
　
日
本
女
性
マ
ナ
ス
ル
隊

内
田
昌
子
氏
の
装
備
｡

○
エ
ベ
レ
ス
ト
　
昭
和
5
0
年
　
日
本
女
子
登
山
隊

麻
生
文
枝
氏
の
登
山
靴
､
ア
イ
ゼ
ン
｡

〇
八
〇
〇
〇
m
唯
　
無
酸
素
速
攻
登
頂

遠
経
由
加
氏
の
装
備
｡
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ライチョウの羽毛の変化

舵物博と山

山
岳
の
自
然
　
(
2
階
展
示
室
)

2
階
の
展
示
室
は
3
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
｡

カ
モ
シ
カ
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
中
心
と
し
て
山
地
か
ら

高
山
ま
で
の
生
き
物
を
標
本
や
写
真
で
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
､
北
ア
ル
プ
ス
の
地
形
･
地
質
の
コ
ー
ナ
ー

山
林
や
耕
地
､
湖
､
渓
谷
な
ど
の
山
麓
の
自
然
の
コ

ー
ナ
ー
で
す
｡

く
ら
し
で
は
1
日
の
行
動
や
工
サ
の
摂
食
量
な
ど

を
図
や
写
真
で
､
ま
た
､
標
本
は
生
態
に
基
づ
い
た

姿
の
剥
製
で
紹
介
し
て
い
ま
す
｡

春
の
出
産
か
ら
冬
を
迎
え
る
ま
で
を
子
供
を
中
心

に
四
季
を
追
っ
て
の
写
真
や
標
本
で
紹
介
し
て
い
ま

す
｡

カ
モ
シ
カ

世
界
の
カ
モ
シ
カ
の
仲
間
の

テ
ー
マ
で
は
タ
イ
ワ
ン
カ
モ
シ

カ
､
シ
ロ
イ
ワ
ヤ
ギ
な
ど
5
種

類
の
カ
モ
シ
カ
の
標
本
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
｡
カ
モ
シ
カ

は
世
界
に
1
 
0
種
類
い
ま
す
が
､

い
ず
れ
も
北
半
球
に
生
息
し
て

い
ま
す
｡

野
外
で
カ
モ
シ
カ
の
姿
を
み

る
こ
と
は
ま
れ
で
す
が
'
生
活

の
痕
跡
と
し
て
残
さ
れ
た
'
食

べ
跡
､
糞
､
角
と
ぎ
跡
な
ど
か

ら
､
そ
の
生
活
ぶ
り
を
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

山
地
か
ら
高
山
ま
で
の
生
き
物

北
ア
ル
プ
ス
に
生
息
す
る
代
表
的
を
哺

乳
類
､
鳥
類
､
両
生
爬
虫
類
'
昆
虫
を
標

本
で
'
ま
た
､
楢
物
は
写
真
で
紹
介
し
て

い
ま
す
｡
動
物
標
本
は
子
ダ
ヌ
キ
が
じ
ゃ

れ
あ
う
の
を
見
守
る
親
､
サ
ル
の
毛
づ
く

ろ
い
､
フ
グ
ロ
ウ
が
ネ
ズ
ミ
を
捕
え
る
瞬

間
を
ど
そ
の
動
物
の
生
活
の
一
部
が
わ
か

る
よ
う
を
ポ
ー
ズ
で
す
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ

世
界
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
で
は
ク
ロ

ラ

イ

チ

ョ

ウ

､

カ

ラ

フ

ト

ラ

イ

チ

ョ

ウ

､

エ
リ
マ
キ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
ど
が
展
示
し
て

あ
り
ま
す
｡
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
亜
種
が
多
く
へ

1
-
0
種
を
越
え
ま
す
｡

く
ら
し
で
は
､
フ
化
し
た
ば
か
り
の
ヒ

ナ
か
ら
冬
を
迎
え
る
ま
で
の
若
鳥
の
成
長

山
麓
の
自
然

珍
し
い
鳥
た
ち
､
耕
地
･
村
落
･
川
原
､
仁
科
三

湖
､
湿
原
と
草
原
､
山
林
'
高
瀬
渓
谷
､
北
ア
ル
プ

ス
山
麓
の
地
形
･
地
質
の
各
テ
ー
マ
に
わ
か
れ
て
い

ま
す
｡

北
ア
ル
プ
ス
の
地
形
･
地
質

北
ア
ル
プ
ス
の
地
質
図
に
主
を
山
頂
の
石
を
置
い

て
あ
り
､
北
ア
ル
プ
ス
を
構
成
し
て
い
る
岩
石
が
一

目
で
わ
か
り
ま
す
｡

が
わ
か
り
､
ナ
ワ
バ
リ
や
1
日
の
行
動
を
図
で
､
砂

浴
び
な
ど
は
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
夏
と
冬
と
で
は
羽
根
の
色
が
変
れ

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
｡
羽
毛
の
変
化
で
は

9
月
の
茶
褐
色
か
ら
2
月
の
白
色
ま
で
の
変
化
を
標

本
に
よ
り
示
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
と
対
比
さ
せ
て
'

飼
育
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
羽
根
が
ど
の
く
ら
い
抜
け
落
ち

る
の
か
わ
か
る
よ
う
に
在
っ
て
い
ま
す
｡

展
一
杯
改
修
に
あ
た
り
､
次
の
皆
さ
ん
に
は
質
料
･
写

真
な
ど
に
関
し
て
特
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

赤
沼
淳
夫
　
飯
島
八
郎

伊
藤
正
一
伊
藤
都
留
子

遠
藤
由
加
　
大
塚
　
融

加
賀
高
之
　
狩
野
正
明

北
川
喜
芳
　
北
原
正
宣

小
西
政
継
　
佐
藤
武
彦

庄
田
元
男
　
曽
根
原
文
平

谷
口
義
子
　
手
塚
俊
男

中
村
凍
三
　
中
山
禎
輝

日
本
カ
モ
シ
カ
セ
ン
タ
ー

幅
　
具
義
　
平
林
克
敏

穂
苅
貞
雄
　
堀
口
勝
利

丸
山
　
彰
　
丸
山
喜
康

(
敬
称
略
･
五
十
音
順
)

飯
田
　
肇
　
石
坂
久
息

牛
越
　
充
　
遠
藤
二
郎

大
歳
豊
彦
　
鬼
窪
善
一
郎

河
合
義
則
　
川
上
清
美

金
田
国
武
　
栗
林
士
郎

島
田
哲
男
　
志
村
済
美

高
田
光
政
　
竹
田
幸
司

同
人
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

日
本
山
岳
会

平
柳
一
郎
　
古
幡
和
歌

松
倉
富
男
　
松
田
　
勉

百
瀬
　
尭

モ
ラ
ス
･
ベ
ー
タ
ー
　
矢
口
勝
義
　
山
崎
岳
麿

山
田
正
充
　
山
本
携
挙
　
横
浜
開
港
資
料
館

記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

山
と
博
物
館
第
3
8
巻
第
3
号

一
九
九
三
年
三
月
二
十
五
日
発
行

発
行
所
甜
長
野
県
大
町
市
T
E
L
8
≡
-

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

印
刷
所
　
長
野
県
大
町
市
債
町

大

　

糸

　

タ

イ

ム

　

ス

印

刷

部

定
　
価
　
年
額
一
､
二
三
〇
円
(
送
料
共
)
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
口
座
番
号
(
長
野
四
-
一
三
二
九
三
)


